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【発行 】諫早図書館（℡：23-4946） 【協力 】諫早図書館ティーンズスタッフ 

 

（ティーンズスタッフ：みーさん） 
東海テレビＮＥＷＳ記事（春でも夏でも冬でもなく…なぜ『読書の秋』な

のか その理由に“諸説”あり 夏目漱石は「灯火親しむべし」) より 
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 合 
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２０２３．秋号（２０２３．１０月 発行） 

ＯＷＬ ＮＥＷＳ 
 

～中高生むけ図書館だより～ 

Vol. 

 

（ティーンズスタッフ：曼珠沙華） 

 



OwlNews vol.29( 2023Autumn) 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

   

 

   

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

   

わたしたちのおすすめ本 
 

『原稿零枚日記 』 

小川洋子／著 （集英社） 

 

 旅行先の料亭だったり、近所の運動会だったり、芸術になっ

た町のツアーだったり…。作家である主人公が体験した出来

事を日記として綴ったもの。 

時には家族のことや、実家のことを想うけれども、何故か彼

女の書いた原稿は、今日も今日とて零枚なのである。 

 

(ティーンズスタッフ：ユーリカ) 

 

『異邦人 改版 』 

カミュ／著 窪田啓作／訳 （新潮文庫刊） 

 
国語の教科書などで外国の小説、日本の大正、昭和時代の小

説を読んだ時にいつもとは一風変わった雰囲気を感じたことは

ありませんか？ 

読書の秋のこの時期はぜひいつもと違った本を選んでみては

いかがでしょうか。 

今回紹介するのは、フランスの小説「異邦人」。 

本書は、母の死に悲しむそぶりを見せず、翌日海水浴に行っ

て女と楽しみ、「太陽のせい」だと言って人を殺害する。そんな

常人では理解のできない主人公。彼は一体なぜその行動に至っ

たのか。「異邦人」である彼の思いとは…。 

 「読書の秋」に外国の小説・昔の小説を読んでいつもと違う

雰囲気を感じてみませんか？ 

 

 (ティーンズスタッフ：よしみ) 
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『カゲロウデイズ [1] ― in a daze ― 』 

じん(自然の敵 P)／著 

（ＫＡＤＯＫＡＷＡ／ＫＣＧ文庫） 

©KAGEROU PROJECT/1ｓｔ PLACE 2012 

 
 これは、とある一夏をめぐる少年少女たちの物語。 

 ニート、電脳世界在住、職業＝アイドル、夏休みに都会に来

た小学生たち、そして”メカクシ団”。 

 一人の少女を中心に集まった彼らの、青春と、人生と、恋と、

家族のお話。 

 ＹｏｕＴｕｂｅに投稿されたボーカロイド曲の数々をＢＧＭ

に、一度きりの夏を生き抜いた彼らの物語を是非読んでみてく

ださい。 

(ティーンズスタッフ：ユーリカ) 

 
  

『ある奴隷少女に起こった出来事 』 

ハリエット・アン・ジェイコブズ／著 

堀越ゆき／訳 （大和書房） 

 
 これは約 200 年前に生まれた女性の自伝です。 

 彼女の人生から、いろいろなことを考えられると思うので、 

ぜひ読んでみてください。 

 

(ティーンズスタッフ：深緑) 

 
  

出典：公益社団法人 読書推進運動協議会ホームページ 

（http://www.dokusyo.or.jp/jigyo/dokusyo/dokusyosozai.htm） 

読 書 週 間 

 終戦の２年後の１９４７（昭和２２）年、まだ戦争の傷あとが日本中のあちこちに残っている

とき、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と、出版社・取次会社・書店と図書館が力

をあわせ、そして新聞や放送のマスコミも一緒になり、第１回「読書週間」が開かれました。 

 第１回「読書週間」は１１月１７日から２３日でした。これはアメリカの「チルドレンズ・ブ

ック・ウィーク」が１１月１６日から１週間であるのにならったものです。いまの１０月２７日

から１１月９日（文化の日をはさんで２週間）になったのは、第２回からです。 


